
フィールドバスケーブル●CAN-BUSケーブル 

シリーズ CANC
CAN（Controller Area Network）は、国際規格ISO11898で標準化されたFAオープンネットワーク 
システムです。CAN open はコントロールネットワークで、CANバスはフィールド～フィールドエンドネット 
ワークと、FAネットワークの幅広い階層でCANが活躍しています。 
日本電線のCANCシリーズは、CANネットワークの通信用として開発した専用ケーブルです。 

シース 

編組シールド 

テープシールド 

介在物（必要に応じ） 

ドレンワイヤ 

● 固定配線用とケーブルベアなどの配線に適した可動部用をラインナップ。 

● 固定配線用は2重シールドの採用により、また可動部用は高密度編組シールドにより、耐ノイズ性に優れています。 

● シース（外被）には、柔軟性と耐油・耐熱性能に優れた鉛フリーのビニル混合物を使用しています。 
シース色は、紫（RAL4001）を標準とします。 

■ケーブルの特長 

■ケーブル断面図 

■ケーブルの仕様 

固定配線用 可動部用 

CANC - 22 CANC - 50 CANC - 75 CANC - 50SF
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● 可動部用ケーブルCANC-50SFの可動時の最小曲げ半径は80mmとし、技術情報に記載の「可動部用ケーブルの配線」を 
守ってください。 

【例】固定配線用 
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編組シールド 

テープシールド 

介在物（必要に応じ） 

ドレンワイヤ 


